
ふるさと青梅・奥多摩を知ろう（青梅学）～御岳自然教室 
校長  藤原 輝正  

 ９月１２日（木）、１３日（金）に５年生の御岳自然教室に行

ってきました。いつもより早めの登校でしたが、みんな張り切

って集合しました。５年生にとっては初めての宿泊行事という

ことで、子供たちの顔に期待感があふれていました。 

バスに乗って御岳方面に出発！９月中旬とは言え、まだまだ

残暑が厳しく、ケーブルカーで御岳山駅に到着したときも、少

し暑さがありました。御岳ビジターセンターで御岳の動植物の

お話を聞き、今日のメインであるロックガーデンのハイキング

に出発しました。山道に入ると日陰も多く、自然の涼しさも感

じ、気持ちよく歩くことができました。ここは自然の岩とせせ

らぎの流れに癒され、いつ来ても素敵な場所です。たくさん歩

いた疲れもありましたが、家の人が作ってくれたおいしいお弁

当に元気を取り戻しました。ハイキングの後は、御嶽神社と宝

物殿の見学。宝物殿には、平安時代から江戸時代にかけて武蔵

国の武士たちなどの信仰を集め、奉納された数多くの大鎧や太

刀、具足などあります。子供たちは疲れを見せながらも、一生

懸命に説明してくださるお話を聞きメモしていました。1191 年

に奉納されたという国宝の「赤糸威鎧（あかいとおどしよろい）」には心が引き付けられ

たようです。御岳の歴史や文化に触れる貴重な機会となりました。宿泊先の憩山荘では、

日中よく動いたこともあり、夕食をたくさん食べました。宿泊学習に来ると、興奮でなか

なか眠れないこともありますが、キャンプファイヤーで盛り上がった疲れもあり、みんな

ぐっすりと眠ることができました。翌日は、奥多摩・アメリカキャンプ村での飯盒炊飯と

本格アスレチック。飯盒でのご飯炊きは難しいですが、事前学習や家での調理経験が生き

ていて、どのグループもとっても美味しいご飯とカレーができました。 

ふるさとである青梅・奥多摩のよい所を再発見できました。しおりにある『みんなの約

束』―「あいさつ」「明るく」「協力」「自分で行動」「見る・聞く・感じる」の全てに頑張

る５年生を頼もしく思いました。自信と成長につながる２日間となりました。 

＜第４６回 運動会＞ 

先週から、運動会特別時程を組んでの本格的な練習が始まりました。９月は猛暑が続

き、熱中症指数も高く、休み時間も外に出られない日が多くありました。やっと気候も落

ち着いてきました。今年は猛暑も予想しておりましたので、例年より、３週間日程を延ば

しての開催となります。すでに、赤組・白組は決まっていて、先週金曜日には、高学年の

係打ち合わせも行いました。今回は、徒競走、団体競技、表現種目の順でプログラムを固

めて実施します。昨年度までの「高学年選抜リレー」は、選抜ではなく「高学年リレー」

として、全員が走ります。１０月上旬に持ち帰るプログラムを楽しみにしてください。 

なお、今まで暑い時期だったため、設置していた児童用テントは設置いたしません。よ

ろしくお願いいたします。 
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